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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ

る
本
市
の
将
来
の
人
口
推
計
で
は
、
平
成
52

年
に
現
在
か
ら
25
％
減
の
約
６
万
に
な
り
、

65
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
約
４
割
を
占
め
る

こ
と
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
、民
間
有
識
者
で
つ
く
る
「
日

本
創
成
会
議
」
は
、
全
国
の
約
半
数
の
市
町

村
が
、
将
来
的
に
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

の
推
計
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

あ
く
ま
で
も
推
計
値
で
あ
り
ま
す
が
、
日

本
の
人
口
減
少
は
、
今
後
加
速
度
的
に
進
む

と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
消
費
・
経
済

力
が
低
下
し
、
経
済
社
会
に
対
し
て
大
き
な

重
荷
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
単
身
高
齢
者
の

増
加
や
核
家
族
化
も
進
み
、
防
災
、
福
祉
な

ど
地
域
を
取
り
巻
く
課
題
も
よ
り
複
雑
・
多

様
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る

活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
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創
生

キ
ー
ワ
ー
ド
は
地
方
創
生

　

人
口
減
少
の
問
題
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て

状
況
や
原
因
が
異
な
り
ま
す
。
本
市
の
場
合
、

大
規
模
な
住
宅
開
発
に
伴
い
、
同
世
代
が
同

時
期
に
転
入
さ
れ
人
口
が
急
増
し
ま
し
た
。

増
え
続
け
た
人
口
が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
や

同
時
期
に
転
入
さ
れ
た
世
代
が
老
年
期
に
順

次
入
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
は
急
激
に

高
齢
化
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
動
向
や
将
来
人
口
の
推

計
を
見
据
え
、
自
治
体
の
特
性
に
応
じ
た
課

題
の
解
決
が
必
要
で
す
。

　

国
は
、
地
方
か
ら
東
京
圏
へ
の
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
掛
け
、「
東
京
一
極
集
中
」
を

是
正
す
る
た
め
「
し
ご
と
の
創
生
」
と
「
ひ

と
の
創
生
」
の
好
循
環
を
確
立
し
、
そ
の
好

循
環
を
支
え
る
「
ま
ち
」
に
活
力
を
取
り
戻

す
こ
と
を
目
指
し
た
「
地
方
創
生
」
を
本
格

的
に
始
動
さ
せ
ま
し
た
。

　

国
の
方
針
を
受
け
、
本
市
で
は
、「
定
住

人
口
減
少
の
抑
制
」
と
「
交
流
人
口
拡
大
の

促
進
」
を
目
指
し
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

ケータイ
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3……名張市プレミアム付商品券販売、男女共同参画週間
6……特定健診・特定健診プラス、後期高齢者健診
7……施設ガイド            8……7月の相談、6月は環境月間

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生 

総
合
戦
略
（
素
案
）
に
つ
づ
く

　国は、抜本的な少子化対策を行い、若者の都市部への流出を食い止め、それぞれの地域
で働き、子育てを行い、次代につないでいく重要性を示しました。まさに取組の主役は、
地方であります。「まち・ひと・しごと創生法」の成立を追い風に、迫りくる人口減少や
少子高齢化に立ち向かい地域の活力を創生するため、名張らしさを生かした魅力あるまち
づくりが必要です。その前提にあるのが人づくりです。今後も市民が主役のまちづくりを
進めながら、オール名張で取り組んでいきたいと思います。

地域の活力を創生するため、オール名張で取り組みます。

名張市長　亀井 利克

人口減少を克服する人口減少を克服する　　

地方地方創創生生
日本の人口減少は、今後加速度的に進むと予測さされます。れます。
国は、人口減少を克服し、活力ある社会を維持するため、するため、東京一極集中を東京一極集中を
是正し、それぞれの地方が潤いのある豊かな生活を営むことができる社会の是正し、それぞれの地方が潤いのある豊かな生活を営むことができる社会の
形成などを目指す「まち・ひと・しごと創生法」を制定しました。形成などを目指す「まち・ひと・しごと創生法」を制定しました。
今号では、名張市の「地方創生」に向けた取組を説明します。今号では、名張市の「地方創生」に向けた取組を説明します。
 　  総合企画政策室　  63‐7389　
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52年
推計

 昭和 30年～平成 52年（25年後）名張市人口の推移

平成 22年と平成 52年 ( 推計）の名張市の人口比率

平成52年の推計値は国立社会保障・
人口問題研究所のデータより算出
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▼なばり元気のモトづくり
・地域産品・地域資源を活用
した新商品の開発や名張ブ
ランド産品の販路拡大

・就業機会の確保など雇用創
出と地域経済の活性化など
▼多様な世代の転入促進を図る情報の発信
・県と連携した転入促進を図る一元的な情報発信
・名張をＰＲするシティプロモーション活動
▼「訪れてよし」「住んでよし」　「招いてよし」の
     観光都市 名張の実現
・地域に根差した資源を活用する観光戦略の推進
・国際的な視野での滞在型観光の取組

す
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
、
そ
の
課

題
解
消
に
向
け
た
施
策
を
位
置
付
け
た

「
総
合
戦
略
」
を
５
年
間
で
集
中
的
に

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

市
の
人
口
は
、
平
成
12
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
は
、

市民の皆さんの
意見を反映する

条例や市の重要な計画などを
素案の段階で市民に公表し
それに対しての意見を
考慮して意思決定を
行う制度です

パブリックコメント

素
案

 

国
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め
る
た

め
、
人
口
の
将
来
展
望
を
示
す
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
と
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
施
策
を

示
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生 

総

合
戦
略
（
素
案
）」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

平成27年度～31年度の５年間
計画期間

　

国
は
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創

生
に
向
け
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
今
後
、
全
国
平

均
の
倍
の
速
度
で
進
む
超
高
齢
社
会
へ

の
対
応
が
緊
急
の
課
題
で
す
。

　

国
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め
る

た
め
、
人
口
の
現
状
と
将
来
展
望
を
示

■■  

策
定
の
背
景
と
位
置
づ
け

策
定
の
背
景
と
位
置
づ
け

や
む
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
転
出
抑

制
と
転
入
促
進
に
最
大
限
努
め
、
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
人
口
構
造
基
盤
を
確
立

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
地
方
創
生
に
向
き
合
い

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と

で
、
平
成
52
年
に
７
万
人
の
定
住
人
口

と
、
観
光
客
な
ど
の
交
流
人
口
の
更
な

る
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

総
合
企
画
政
策
室　
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人
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減
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人
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こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン

こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン

　計画の素案は、市ホームページ、または、
市役所 2階総合企画政策室・１階案内、公
民館・市民センターでご覧いただけます。

≪ご意見の提出方法 ≫
　6 月 14 日日から 7月 13 日月までに、「ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略 ( 素案 ) に
関する意見」と記入し、素案に対するご意見、
氏名、住所、電話番号を書いて次のいずれ

かの方法で送付してくださいかの方法で送付してください。。
◇電子メール◇電子メール　kikaku　kikaku@city.nabari.mie.jp@city.nabari.mie.jp
◇◇ファクスファクス　　64‐256064‐2560
◇◇郵送　郵送　◇直接持参◇直接持参
≪提出先≫≪提出先≫　　総合企画政策室総合企画政策室
　　　　　　　　　　（〒 51（〒 518‐8‐00492　鴻之台 1492　鴻之台 1‐‐11））　　
※※ご意見はご意見は広報対話室でも受け付けます広報対話室でも受け付けます。。

ご意見の提出方法・提出先ご意見の提出方法・提出先

   ● 素案に対するご意見を
　　 お寄せください
意見募集期間
6月 14日日～ 7月 13日月

② 若者定住促進プロジェクト

① 元気創造プロジェクト

③ 生涯現役プロジェクト

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略

▼産み育てるにやさしいまち「なばり」の実現
・妊娠・出産・育児の切れ目
のない相談・支援の場「名
張版ネウボラ」の推進

・待機児童をつくらない環境
づくり　など　
▼ライフスタイルの多様化を踏まえた暮らしの提供ライフスタイルの多様化を踏まえた暮らしの提供
・空き家の有効活用　・滞在型市民農園などの企画・空き家の有効活用　・滞在型市民農園などの企画
・都市と名張産農産物をつなぐ連携・交流の企画・・都市と名張産農産物をつなぐ連携・交流の企画・
促進促進
▼「なばりブランド」としての「ひと」づくり▼「なばりブランド」としての「ひと」づくり
・幼児期、小学校、中学校の連続性などを重視した・幼児期、小学校、中学校の連続性などを重視した
小中一貫教育の実施小中一貫教育の実施

・郷土愛を育む「なばり学」の創設　など・郷土愛を育む「なばり学」の創設　など

▼「ともに生き ともに創る 心ふれあう幸せのまち 
名張」の実現

・地域ぐるみで行う介護予防の
体制づくり、サービス提供

・ばりばり現役プロジェクト事
業の推進
▼時代に合った地域づくり、安心・安全な暮らしを
守る

・まちづくり活動への参画促進
・地域の生活支援機能の複合化の企画・推進
▼「ライフステージに応じた支援ができるまち」の
実現

・既存施設や住宅などの活用を中心にさまざまなサ
ービスをネットワーク型で提供する仕組みの整備

「
社
会
減
（
転
出
超
過
）」
が
大
き
な
要

因
で
20
〜
29
歳
の
転
出
超
過
が
目
立
ち

ま
す
。
ま
た
、
出
生
数
は
近
年
、
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
死
亡
者
数
が

年
々
増
加
し
て
、
出
生
数
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
に
よ
る
と
、
本
市
の
人
口
は
平

成
52
年
に
約
６
万
人
に
な
る
と
推
計
し

て
い
ま
す
。

　

就
学
や
就
職
に
よ
る
一
定
の
転
出
は

人口減少と地方創生に
向き合う 3つのプロジェクト
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プレミアム付商品券でまちを元気に！
「名張市プレミアム付商品券」販売

　地方創生の緊急的な取り組みとして、地元の消費拡大、経済の活性化を図ることを目的に、
1 万円で 1 万 2,000 円分（1000 円×12枚の商品券 1セット）のお買い物が
できる「名張市プレミアム付商品券」を発売します。商品券は、取扱店全店で使える「共通
券」10枚と中小店舗のみ使用可能「中小店舗専用券」2枚がセットになっています。

7月中旬、当選者へ引換通知発送

引換期間　 7月29日水～8月14日金
引換場所 　市役所1階特設会場　午前8時 30分～午後5時 15分
　　　　　 ※土・日曜日も引換購入可能

中学 3年生までの子どもがいる全世帯に、
子育て世帯用のプレミアム付商品券の引換券を
7 月中旬に郵送します。

子育て世帯はさらにプレミアム！
1世帯に1セット 8,000 円
で購入できます

往信

往復ハガキ

返信

往復ハガキ

　1. 郵便番号
　２. 住所
　3. 氏名
　４. 連絡先
　5. 商品券のことを
　　どこで知りましたか
（例：チラシ、ポスター
　　口コミ　など）

※この面は何も
　記入しないで
　ください

5 1 8 0 7 2 9

名
張
市
南
町
８
２
２-

２

名
張
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

         　
　

 

実
行
委
員
会 

宛

5 1 8 ××××

あ
な
た
の
住
所

あ
な
た
の
氏
名 

様

往 信 （ 表 ） 返 信 （ 裏 ）

返 信 （ 表 ）　 　 　 　 往 信 （ 裏 ）

プレミアム付商品券取扱店も随時募集中です。詳しくは、問い合わせ先へ

 名張市プレミアム付商品券実行委員会
　　事務局（名張商工会議所内）
　　  64‐0450

　平成 17 年に消防団女性部が発足
し活動を始めました。現在、市内の
女性消防団員は20～60代の13人。
地域や学校での応急手当や普通救命
講習のお手伝い、防災訓練やイベン
ト時に防災啓発をしています。仕事
との両立は大変ですが、消防団の活
動は、私にとって貴重な体験ができ
る場所です。

　「女性なのに消防団？」と驚かれる人もまだ多いです。でも高
齢者宅へ啓発で訪問した際、安心して聞けたと喜んでいただき
ました。女性の視点だから気づく防災活動もあると思います。
今後は、女性消防団員の認知度を上げて、活動する仲間をもっ
と増やしたいと思います。　

６月23日から29日は
男女共同参画週間です  人権・男女共同参画推進室　　  63‐7559

 「 防災に、女性の視点を」         

 名張市消防団女性部名張市消防団女性部　　
　  部長   杉森 治

は る よ

代 さん

 「 地域に根付いた医療を目指す」         

　姉が医療の道を志していて、私も自
然と医療・看護職を目指すようになり
ました。看護師になって6年目になり
ます。職場の看護師の中で、男女の区
別を意識したことはありませんが、男
性看護師が体を拭いたり、排泄の介助
をしたりするのは、恥ずかしいという
女性の患者さんもいます。必ず声掛け
をして、要望があれば女性看護師に看

護を交代してもらうこともあります。逆に男性看護師が必要と
される場合もありますので、それは同じです。
　看護師の仲間同士チームワークが良く、患者さん一人ひとりの
ことを考えて看護をしています。これからも、地域に根付いた医
療を目指していきたいと思います。

  市立病院 看護師　
　     　   柏

かしはら

原 祐
ゆ う ご

吾 さん

往復はがきに必要事項を記入　※市内在住の人に限ります

6月15日月～30日火（消印有効）までにポストへ

引換通知が届いたら、市役所で購入

利用期間　8月 1日土～平成 28年 1月 31日日

プレミアム付商品券購入と利用まで

往復はがきで、郵便番号、住所、氏名、連絡先、アンケートを記入し、「〒 518
‐0729 名張市南町 822‐2　名張市プレミアム付商品券実行委員会」へ　
※応募は一人1セットまで。往復はがき1枚につき1人の申込。

※重複記載は無効。予定セット数（17,500セット）を上回る場合は抽選

利用上の注意点
○交換または売買・現金との引き換えはできません。
　また、つり銭は支払われません。
○税金や公共料金などには利用できません。
○盗難、紛失、滅失など、発行者はその責を負いません。
○有効期限を過ぎたものは無効です。  　

利用いただける店舗は、オレンジの「のぼり」やポスターが目印です。

   

プ
レ
ミ
ア
ム
付

　

商
品
券
取
扱
店

　男女が性別にかかわりなく、個性と能力を十分に発揮できる社会が男女共同参画社会です。
　女性向き、男性向きと言われる現場の中で、活躍しているお二人に話を聞きました。

1965年 8月 11日に「同和対策審議会答申」が出されたことを記念して制定されました。

毎月11日は「人権を確かめあう日」
2004年6月22日に、名張市が男女共同参画都市宣言をしたことにより制定しました。

毎月22日は「男女共同参画について考える日」
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　大学・公民館・各種団体が協力して、市民の皆さんに名張の歴史や文化
などを学んでいただく全8講座を開講します。全て受講は無料です。
◆いちから学ぶ名張の歴史～高吉入封と藤堂藩～（名張歴史読書会）　
　日時　7月10日金 午前10 時～　　場所　図書館

◆なばりのはじまり（文化生涯学習室）　
日時　7月29日水 午前10時～　

　場所　郷土資料館 （旧錦生小学校）

◆夏見廃寺の塼
せんぶつ

仏（生涯学習の会）
　日時　8月10日月 午後1時30 分～
　場所　名張公民館

◆持
じ と う

統天皇伊勢行
ぎょうこう

幸・聖
しょうむ

武天皇東
とうごくぎょうこう

国行幸（名張歴史読書会）
　日時　9月11日金 午前10 時～　　場所　市役所大会議室

◆名張の自然環境（皇學館大学ふるさと講座）
　日時　10月3日土 午後 2時～　
　場所　市役所大会議室

◆見て・触れて考古学～発掘から展示まで～（文化生涯学習室）
　日時　10月28日水 午前10 時～　　
　場所　郷土資料館 （旧錦生小学校）

◆宇陀川流域散策 宇陀川流域の人達の水との戦い（生涯学習の会）
　日時　11月30日月 午後1時～　　場所　宇陀川流域、錦生公民館

◆伊賀の古墳文化と雄
ゆうりゃくてんのうちょう

略天皇朝（皇學館大学ふるさと講座）
　日時　12月12日土 午後 2時～　　
　場所　武道交流館いきいき （蔵持町里）

　   　　　　　　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇

対象　市内在住・在勤・在学で、6講座以上の受講が可能な人
定員　約 50人　※応募者多数の場合は抽選（７月３日までに連絡します）
申込　6月26日金までに（必着）、ファクス（63‐9848）、電子メール
（syougaigaku@city.nabari.mie.jp） 、はがきで、郵便番号、住所、氏
名、電話番号を記入のうえ、文化生涯学習室（〒518‐0492　鴻之台1‐

　1）へ申し込みください。電話での受付はできません。

  文化生涯学習室　 63‐7892

名張の歴史や文化を学ぶ講座開講
「なばりカレッジ～名張のルーツをたどる～」

　名張をイメージする新しい商品を開発しませんか？
募集部門　▼忍者に関するグッズ品（食品以外）　
　▼忍者に関する土産品（食品）　
　▼伊賀米を使った土産品　
　▼名張を感じさせる、イメージする商品
申込　8月21日金までに「名張の新しい商品提案
書」にアイデアと必要事項を記入の上、メール、
ファクス、郵送、持参して市役所４階商工経済室

   (〒518‐0492鴻之台1‐1）に提出してください。
※提案書は、ホームページからダウンロードできます。
   １人で複数の提案も可能です。
賞品　最優秀賞…５万円分の商品券
　各部門優秀者…名張の特産品
　ただし、最優秀賞と部門優秀者が同一の場合は、
特産の贈呈なし

◎詳しくは、お問い合わせください。

 商工経済室　  63‐7824　  63‐0644
　  syoukou@city.nabari.mie.jp

 高齢・障害支援室　  63‐7599

　高齢者と障害者の安全確保を目指し、地震発生時の家具転倒を防止す
るために、ボランティアで三重県建設労働組合名張支部のメンバーが訪
問して固定金具を家具に取り付けます。　
実施日　10 月 25日日 
　※実施件数多数の場合は、10月 4日日
にも実施する場合があります。

募集件数　80軒程度（1軒につき家具３つ
まで）　※申込多数の場合は抽選

対象　市内在住の65歳以上の人（平成27
年4月1日現在）または障害者（身体障
害者手帳1級～3級、療育手帳Ａ1・Ａ
2、精神保健福祉手帳1級の手帳を所持
する人）のみが居住する世帯

　※平成24年度～平成26年度に実施した世帯は除く
申込　7月3日金までに、市役所1階高齢・障害支援室で配布する申込
用紙に必要事項を記入し同窓口へ

　※申込時に印鑑を持参してください。

家具３つまで
無料で固定します

　桔梗が丘・桔梗が丘南で、空き家を売りたい・貸したい人やマイホームを
持ちたい人の相談会を開催します。
日時　6月20日土 　午前10時～午後4時　　場所　桔梗が丘公民館

◎詳しくは、お問い合わせください。

 名張中古住宅流通促進協議会　　  41‐0800

　専門家が相談に応じます
　（宅地建物取引士・一級建築士・三重県住まい改修アドバイザー）
　モデル事業とは？／補助金を受けるには？／住宅診断とは？
　中古住宅選びのポイント／リフォーム全般、増改築について など

家の中の耐震化も忘れずに
災害時要援護者対策家具固定事業

名張の新しい商品アイデアを募集
選ばれたアイデアは商品販売します

危険物の取り扱いには、
注意してください

住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業
桔梗が丘中古住宅　無料相談会

　6月20日土 午後7時～9時　(雨天中止)
赤目四十八滝　夏至キャンドルナイト

※午後6時以降は駐車場無料
　名張市民は入山料無料（住所が確認できる運転免許
      証などの提示が必要）
 NPO法人 赤目四十八滝渓谷保勝会　 63‐3004

日時

伊賀法人会青年部会講演会　地方創生と図書館の未来　　日時　６月26日金 午後7時～8時45分　　場所　名張産業振興センターアスピア（南町）　
　講師　樋

ひわたし

渡 啓
けいすけ

祐さん（元佐賀県武雄市長）　申込　6月22日月までに電話、ファクス（24‐5796）などで問い合わせ先へ　　  （一社）伊賀法人会　  24‐5774

　ガソリンや軽油は、消防法令で規制される危険物です。
また、接着剤やスプレー缶なども危険物に該当する
場合があります。
　危険物の取扱い注意点
▼危険物の周辺の整理整頓を行い、火気の取り扱いや
　漏れ、飛散に注意して、必要に応じて換気をしてください。
▼消防法令に適合した容器にふたをして直射日光が当た
　らない。また、温度の低い場所で保管してください。
▼貯蔵、取扱い方法など再確認してください。

 消防本部予防室　　  63‐1412

夏見廃寺の塼仏
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中川原市営住宅（６戸）
入居者を募集

申込期間　6月19日金～26日金 午前8時30分～
午後5時15分（土・日曜日は除く）

※申込多数の場合は抽選。申込書は、市の指定
管理者（伊賀南部不動産事業協同組合／鴻之
台2‐19）で配布。申込資格など詳しくは、問い
合わせ先へ
 伊賀南部不動産事業協同組合  48‐6311

「狩猟免許試験」を実施

免許の種類　網猟免許、わな猟免許、銃猟免許
試験日／場所／申込期限
▼第1回　7月9日木／県総合文化センター（津
市）／7月2日木

▼第2回　7月26日日／県吉田山会館（津市）／
7月17日金

▼第3回　8月22日土／鳥羽商工会議所（鳥羽
市）／8月14日金

　時間は、いずれも午前9時
～午後5時まで

受験手数料　5,200円
（免許1種類につき）
※申込方法など詳しくは、問い合わせ先へ
 伊賀農林事務所　森林・林業室

　  24‐8142

「初心者狩猟免許取得予備講
習会」を開催します

　狩猟免許取得に必要な知識・技能の習得のた
めの講習会を開催します。
講習日／場所／申込期限　
▼第1回　7月4日土／県総合文化センター（津
市）／6月26日金

▼第2回　7月25日土／県総合文化センター（津
市）／7月17日金

▼第3回　8月8日土／鳥羽商工会議所（鳥羽
市）／7月30日木

　時間は、いずれも午前9時～午後5時まで
各定員　100人　　受講料　13,000円　
※申込方法など詳しくは、問い合わせ先へ
 （一社）三重県猟友会　  059‐228‐0923

歴史や文化から話題のテーマまで
美旗市民大学講座受講者募集

開催日／テーマ／講師　
▼ 6月 27日土 ／「暮らしの諸問題解決に貢
献する LED技術」／嶋野 彰夫さん（近畿
大学工業高等専門学校教授）　

▼ 7月 6日月／現地学習～平安伝説をひも解
く～「藤

ふじわらちかた

原千方伝説の地を歩こう」／千方
伝承会の皆さん

▼ 8月 24日月／「マイナンバーとは」／
　三重県戦略企画部企画総務課
▼ 9月 28日月／「継

けいたい

体天皇と今
いましろづか

城塚古墳」／
森田 克行さん（高槻市立今城塚古代歴史館
館長）

▼ 10月 30 日金／館外学習「復元された古代
を体感」～今城塚古墳とハニワ工

こ う ば

場公園～／
高槻市方面を見学します

▼ 12月５日土／「藤堂高虎と大坂包囲網」
　／藤田 達生さん（三重大学教育学部教授）
▼平成 28年 2月 10 日水／「天正伊賀の乱」
～伊賀の国

こくじん

人 VS 織田軍～／山口 浩司（総
務室・市史編さん担当）

開催時間　午後 1時 30分～ 3時 30分
場所　美旗市民センター
◎参加無料。申込不要　※7月６日、10月 30
日について詳しくは、お問い合わせください。

 美旗市民センター　  65‐3007

「いきいきフェスタ2015」　を
開催します

日時　6月27日土 午前9時～午後3時50分　
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
内容　第１部（午前） ▼武道7団体（日本拳
法・柔道・空手道・少林寺拳法・なぎな
た・剣道・弓道）による演武披露 　

　▼武道体験コーナー　
　第2部（午後）▼いきい
き活動団体発表、体験、
展示　

◎その他、▼正午～／忍者体験　▼午後1時15
分～1時30分／お楽しみ抽選会 ▼フードコ
ーナー　▼物品販売・模擬店　　

 名張市体育協会（武道交流館いきいき内）
　  62‐4141

「小舟を作って川遊び」
　参加者募集

日時　▼6月27日土（いかだ作り）
　▼7月4日土・5日日（小舟作り）▼18日土
（いかだと川遊び、カレー作り）

　※いずれも午前9時～午後3時
場所　伊賀市阿保（松野製材所）
　　   7月18日のみ名張川上流香落渓谷
講師　松野 保さん（製材業）
対象　市内在住の幼児、小・中学生の親子
定員　いかだと小舟作り各10人、川遊び25人　
持ち物　運動靴、タオル、飲み物、軍手など
　▼いかだと小舟作りは、 弁当　
　▼川遊びは、水着・着替え
申込期間　6月15日月～25日木（1回だけの参
加可）

◎参加無料。７月18日のみ500円 (小学生無料）
◎申込方法や集合場所などは、ホームページ
で確認いただくか、電話で問い合わせ先へ

【子どもゆめ基金（国立青少年教育振興機構）助成活動】

 なばり子ども支援グループ＜リヨン＞（谷口）
　  63‐8722　　  64‐4663
　  nabari.lion@gmail.com
　  http://nabari-lion.blogspot.com

日時　7月 4日～9月12日までの毎週土曜日
　（8月 15日を除く）午後 5時～ 6時 30分
場所　市民テニスコート（夏見）　
参加費　中学生 7,000 円、一般 8,000 円
定員　各 20人（初心者対象）　※先着順
申込　6月 16日火以降に、武道交流館いきい
きにある申込書に参加費を添えて同窓口へ
 武道交流館いきいき　　  62‐4141　　

「コミュニケーションダンス
講習会」受講者募集

日時　6月20日土 午後1時～4時　
場所　防災センター（鴻之台1）
講師　松岡 芳子さん（余暇開発士、レクリエ
ーションコーディネーター）

内容　「うさぎとかめ」「にっぽん花咲か音
頭」「盆踊り」などを踊ります。

定員　50人　　参加費　500円
主催　市レクリエーション協会
申込　前日までに、各地区公民館などに備え付けの
申込用紙に記入の上、ファクスで問い合わせ先へ

 中央ゆめづくり館　  64‐6755

森林整備計画の変更にかかる
縦覧を行います

　森林経営計画の作成に関する事項で、造林や伐
採、木材の搬出などを一体として効率的に行うこと
ができると認められる区域を新たに設定します。
縦覧期間　６月15日月～7月14日火
縦覧場所　農林資源室（市役所４階）
※変更案に意見のある人は、縦覧期間中に意
見書を出すことができます。

　  農林資源室　  63‐7625

自衛官候補生（男子）の採用試験を行います　　　試験日　６月28日日　　場所　陸上自衛隊久居駐屯地（津市）　募集期限　6月25日木　
　◎詳しくは、お問い合わせください。　　　　　  自衛隊伊賀地域事務所　  21‐6720

「いきいきテニス教室 （全10 回） 」
中高生・一般参加者募集

「甲種防火管理新規講習」
受講者募集

日時　7月2日木 午前9時30分～午後4時50分
　　　　  3日金 午前9時30分～午後4時
※2日間の受講が必要
場所　防災センター（鴻之台1）
定員　80人　※先着順
受講料　テキスト代　4,000円
申込　6月19日金（午前8時30分～午後5時15
分／土・日曜日を除く）までに、印鑑、テキスト
代、証明写真1枚（縦４㎝×横３㎝、６カ月以内
に撮影）を持って問い合わせ先へ

※電話および郵送での申込は行っていません。
 消防本部予防室　　  63‐1412

市役所庁舎電気設備機器の取替工事のため

6月27日土
（午前8時30分～午後６時30分）
コンビニエンスストアでの
証明書などの交付を休止します。

※荒天時は
　７月４日土
　同時間にします。
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介護職員初任者研修（旧ヘルパ
ー 2級）の受講生募集

期間　7月22日水～8月31日月
場所　三重県社会福祉会館（津市桜橋）
対象　県内に住民登録している満65歳未満の人
定員　39人 (応募者多数の場合は抽選)
申込期限　7月7日火（必着）     受講料　無料
（ただし、テキスト代など一部自己負担あり）
◎申込方法など詳しくは、問い合わせ先へ

 三重県社会福祉協議会
　  059 ｰ227 ｰ 5160

「福祉レクリエーション
支援セミナー」受講者募集

日時　6月28日日 午後1時30分～4時30分
場所　勤労者福祉会館（夏見）
内容　楽しく遊べるクラフト作り、福祉レク
ゲームなど

講師　宇井 利江さん、松本 敏雄さん（両名と
も三重県福祉レクリエーション協会員）

対象　福祉レクに関心のある人や福祉施設に
勤務する人　◎参加無料

定員　50人　※先着順。
参加者が20人未満のと
きは開催しません。

持ち物　はさみ、セロハ
ンテープ、筆記用具、
運動のできる服装、屋
内シューズ

申込　6月22日月までに、HOS名張アリーナ
（総合体育館）にある申込用紙に必要事項
を記入し、問い合わせ先へ　※ファクス可

 （一社）三重県レクリエーション協会
　  059‐246‐9800　  059‐246‐9801

「認知症の人と家族の会」
　つどい･交流会の開催

日時　6月23日火 午後1時30分～4時
場所　ゆめぽりすセンター（伊賀市ゆめが丘1）
参加費　200円　※認知症の人は無料。家族の
会会員は100円

◎申込不要。認知症の人が参加する場合は、
事前に問い合わせ先へ

 地域包括支援センター　  63‐7833

一緒に子育て考えよう！
子育て講演会を開催

日時　６月25日木 午前10時30分～11時30分
場所　防災センター（鴻之台1）
講師　吉住 完

たもつ

さん（元吉住小児科院長）
◎参加無料。申込不要。乳児連れの参加可
　託児あり（0～4歳、先着20人。要予約）
　  中央ゆめづくり館　  64‐6755

 5‐1号掲載「がん検診のギモン」について　▼名張市はがん検診クーポンなどがあり、受診しやすいので利用しないともったいないですね。
　▼私は会社で毎年受けていますが、母親は定期的に受けていません。これを機に勧めます。　▼がん検診について具体的な数字を示してほしいです。

読者の声

6月22日月～28日日は全国一斉
「子どもの人権 110番」強化週間

　「いじめ」など子どもの人権に関する相談や悩
みなどをお聴かせください。

受付時間　6月22日月～6月28日日 
　午前8時30分～午後7時 （土・日曜日は午前
10時～午後5時）

 津地方法務局人権擁護課
 　  059‐228‐4193

　　　                フリーダイヤル　　 ぜろぜろなな  の  ひゃくとおばん

　　　0 1 2 0‐ 0 0 7‐ 1 1 0

子どもの人権 110番（全国共通・無料）

広報メールサポーターから…

赤目養生診療所
東 整 形 外 科
上 坂 内 科
う え な み 内 科
お お ふ ち 医 院
か と う 小 児 科
加 藤 内 科
釜 本 医 院
かも内科消化器科
喜 多 医 院
木 野 整 形 外 科
こもりクリニック
さかい循環器内科
卓 山 医 院
ちひろ内科クリニック
寺 田 病 院
信 岡 医 院
橋本胃腸科内科
藤 本 産 婦 人 科
ほりいクリニック
堀 井 内 科
前 沢 整 形 外 科
桝 田 医 院
森岡内科クリニック
矢 倉 医 院
やすだクリニック
山 尾 医 院
湯 村 内 科
百合が丘クリニック
わたなべ整形外科医院
黒 田 クリニック
城 医 院

赤目町丈六（64‐1055）
桔梗が丘（65‐2130）
赤目町丈六（64‐8211）
鴻之台（63‐9321）
梅が丘（62‐７800）
桔梗が丘（65‐5311）
桔梗が丘（65‐7050）
木屋町（63‐0345）
桔梗が丘（66-1190）
桔梗が丘（65‐2088）
桔梗が丘（67‐1515）
つつじが丘（68‐8555）
希央台(62‐0500）
桔梗が丘（65‐0001）
希央台（41‐0005）
夏見（63‐9001）
桔梗が丘（65‐0023）
蔵持町里（61‐3366）
平尾（63‐0995）
百合が丘（61‐1231）
桔梗が丘（65‐5355）
桜ヶ丘（63‐1008）
新町（63‐3155）
丸之内（63‐0003）
新田（65‐2251）
鴻之台（61‐2332）
つつじが丘（68‐1055）
松崎町（61‐1212）
百合が丘（64‐2000）
東町（64‐1115）
伊賀市桐ヶ丘（52‐2099）
伊賀市別府（52‐0017）

○
○
○

○※要予約
○※要予約
○※要予約
○※要予約
○

○※要予約
○
○

○※要予約
○
○
○

○※要予約
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○※要予約
○
○
○
○

○※要予約
○※要予約

○
○
○

○※要予約
○※要予約
○※要予約

○※要予約
○※要予約
○※要予約
○

○※要予約
○

○

○
○※要予約
○※要予約
○
○
○
○
○
○

○※要予約
○

○※要予約
○
○

○※要予約

住所（電話番号）医 療 機 関 名 特定健診プラス特定健診
後期高齢者健診

特定健診・特定健診プラス、後期高齢者健診
対象対象　40歳から74歳まで（昭和15年9月1日～昭和51年3月31日　40歳から74歳まで（昭和15年9月1日～昭和51年3月31日
生まれ）の名張市国民健康保険に加入している人　生まれ）の名張市国民健康保険に加入している人　

  ※対象者には6月下旬に受診券を送付（5月から8月に加入の人に  ※対象者には6月下旬に受診券を送付（5月から8月に加入の人に
　は、加入日の約2ヵ月後に送付）　は、加入日の約2ヵ月後に送付）

　※集団健診に関しては、受診券に同封の案内をご覧ください。　※集団健診に関しては、受診券に同封の案内をご覧ください。
健診項目健診項目　血液検査（脂質、血糖、尿酸、腎機能、肝機能）、尿　血液検査（脂質、血糖、尿酸、腎機能、肝機能）、尿
検査、血圧測定、身体計測（身長、体重、腹囲）　※医師が必検査、血圧測定、身体計測（身長、体重、腹囲）　※医師が必
要と認めた場合は、心電図、眼底検査、貧血検査を実施要と認めた場合は、心電図、眼底検査、貧血検査を実施

自己負担金自己負担金　　500円500円　　※通常の健診料は約9,000円※通常の健診料は約9,000円

年に一度は受診しよう！ 実施期間 7月 1日水～ 11月 30日月

対象対象　国保特定健診と同じ　国保特定健診と同じ
健診項目健診項目　特定健診項目に、心電図、肺がん検診（胸部レントゲン）　特定健診項目に、心電図、肺がん検診（胸部レントゲン）
自己負担金自己負担金　　1,000円　※通常の健診料は約14,000円1,000円　※通常の健診料は約14,000円

対象対象　後期高齢者医療制度に加入している人　　後期高齢者医療制度に加入している人　
　※対象者には6月下旬に受診券を送付（75歳に5月から7月になる　※対象者には6月下旬に受診券を送付（75歳に5月から7月になる
　　人は8月下旬、8月になる人は9月下旬送付）　　人は8月下旬、8月になる人は9月下旬送付）
健診項目健診項目　特定健診項目と心電図　特定健診項目と心電図
自己負担金自己負担金　住民税課税世帯の人は500円。住民税非課税世帯の　住民税課税世帯の人は500円。住民税非課税世帯の
　人は200円　人は200円
　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆　　☆
持ち物持ち物　　保険証、受診券、質問票（事前に必要事項を記入）保険証、受診券、質問票（事前に必要事項を記入）
　昨年の健診結果（ある人）、自己負担金　昨年の健診結果（ある人）、自己負担金
◎健診結果は、受診後1～2ヵ月で、受診した医療機関から通知◎健診結果は、受診後1～2ヵ月で、受診した医療機関から通知

  保険年金室保険年金室　　   63‐63‐7445（国保）7445（国保）   63‐63‐7105（後期高齢者）7105（後期高齢者）

▼特定健診か特定健診プラスどちらか一方を選択して受診してください。▼特定健診か特定健診プラスどちらか一方を選択して受診してください。
▼社会保険の人は、保険証の発行元が実施する特定健診を受診してく▼社会保険の人は、保険証の発行元が実施する特定健診を受診してく
ださい。ださい。

■■国保特定健診国保特定健診　　生活習慣病の早期発見を！生活習慣病の早期発見を！

■■国保特定健診プラス国保特定健診プラス　内容の濃い健診ならこちら！　内容の濃い健診ならこちら！

■後期高齢者健診■後期高齢者健診　　生活習慣病の早期発見を！生活習慣病の早期発見を！
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国津の杜
もり

の行事
はぐくみ工房あららぎ

   62‐6920

やなせ宿の催し
 やなせ宿   62‐7760

図 書 館
 図書館　  63‐3260

ADS ホール催し
 アドバンスコープADSホール 

   64‐3478

リバーナホール
 福祉まちづくりセンター 

   62‐7388

HOS名張アリーナ
 HOS名張アリーナ（総合体育館）

  63‐5339

　　　　　◇　　◇　　◇　　◇
申込　各教室の開催日１週間前までに電話で
　問い合わせ先へ。各講座とも参加が少ない
   場合は中止。先着順

郷土資料館の催し
 郷土資料館    64‐7890

　（旧錦生小学校）

■ 伊賀、名張の美術愛好家の作品展
日時　7月2日木～5日日
　午前10時～午後6時(初日は正午から、最終
日は午後5時まで）

主催　あすなろ展

■ 第３回 彩々クラブ水彩画展
日時　7月10日金～12日日 
　午前10時～午後6時（最終日は午後5時まで）
主催　彩々クラブ

■ 上野美術クラブ絵画展
日時　7月16日木～19日日
　午前10時～午後6時（初日は正午から、最終
日は4時まで）

主催　上野美術クラブ

■ 中蔵にて「園児が描いた絵」展
日時　～6月28日日まで開催中
　　　午前9時～午後5時

■ 中蔵にて「フォトクラブ虹」写真展
日時　7月1日水～31日金　
　　　午前9時～午後5時

■ 7月の一般公開日
▼バドミントン・卓球
日時　7月8日水 午前9時～正午、午後1時～5時
▼レクリエーションスポーツ
日時　7月10日金 午前9時～正午、午後1時～5時

料金　高校生以上100円
　中学生以下50円
◎混み合う場合は、管理者で
時間設定をする場合があり
ます。

■ やなせ宿ちまき作り教室
日時　6月21日日 午後1時30分～3時30分
参加費　800円（材料費含む）　
定員　15人（先着順）　
持ち物　エプロン、持ち帰り用袋など
申込　6月20日土正午までに電話で問い合わせ
先へ

■ 木工教室　 
　　夕涼みベンチを作りましょう。
　　（幅３０㎝×長さ１００㎝×高さ３６㎝）
日時　7月22日水 午前9時30分～正午
参加費　2,600円（材料費含む）  定員　10人
講師　新 忠勝さん、山口 尚彦さん　
持ち物　手袋、タオル

■ ストレッチ体操教室
　　辻 明子さんのストレッチ体操で血行を良くし、
　　 日々の疲れを癒しましょう。
日時　7月10日金 午前10時～11時30分
参加費　300円　定員　16人
講師　辻　明子さん　
持ち物　敷マット、タオル

■ 健康体操教室       
　　万

まんだい

代 くみ子さんの健康体操で
       心身を癒し、身体を引き締めましょう。
日時　7月21日火 午前10時～11時30分
参加費　300円  定員　16人
講師　万代 くみ子さん　
持ち物　屋内用靴、タオル■ 第4回フラ発表会   　     

日時　7月5日日 午後1時～4時30分
◎入場無料
モアニケアラ小夜子（冨森）  48‐6254

■ 石川華乃バレエスタジオ　第11回発表会　
日時　7月12日日 午後2時30分～
◎入場無料
 石川華乃　  080‐1428‐7174

■ 合唱団「うたおに」＆
　 混声合唱団コーロ・Gui「第1回ジョイント
コンサート～戦後70年平和コンサート」

日時　7月18日土 午後2時～4時
入場料　1,000円
 橋口　  090‐1474‐6540

■ 韓国料理教室
　　李さんお勧めの韓国料理を作りましょう。
日時　7月15日水 午前10時～正午
参加費　1,200円（材料費含む） 定員　12人
講師　李

イ

 辰
チンスク

淑さん　
持ち物　エプロン、三角巾、タオル
■ 糸のこ木工芸教室
　　恐竜（プラキオサウルス）を作りましょう。
日時　7月17日金 午前9時30分～正午
参加費　1,200円（材料費含む）  定員　6人
講師　長谷川 重

じゅうほう

峰さん　
持ち物　手袋、タオル

■ 特別展示室　 在りし日の学び舎を偲んで
　　ー 市内学校の移り変わり ー
展示期間　～７月２６日日まで　
内容　昨年３月末で閉校した３つの小学校の資
　料を中心に展示。江戸時代の寺子屋教育から
　現代教育の変遷が分かります。
▼入門帳など寺子屋資料、木造校舎鬼瓦、古い
　教科書など
▼市内小学校の変遷、寺子屋一覧など
■ 基調講演会「市内・初中等教育の変遷」
日時　６月20日土 午後1時30分～３時　
講師　山口 浩司（同施設職員）
◎いずれも参加無料。申込不要　

 6月後半～7月 
各施設の催し物や教室などをご紹介。
申込や問い合わせは各施設にまで。

施設ご利用ガイド

■ コーンスターチ粘土教室
　　タオル掛け付き「花の飾り棚」を作りましょう。
日時　7月28日火 午前9時30分～正午
参加費　1,200円（材料費含む）  定員　10人
講師　武田 裕

ゆ う こ

子さん　
持ち物　エプロン、タオル

　  　　郷土資料館のご利用案内 
　開館時間　午前9時30分～午後4時30分
入館料　無料
休館日　毎週月・木曜日（祝日は開館
し、翌日が休館）。臨時休館あり。

福祉まちづくりセンター
 福祉まちづくりセンター 

   62‐7388

　  　福祉まちづくりセンター案内 
場　所　イオン名張店3階
開館時間　午前9時30分～午後8時
休館日　毎週木曜日

■ 切り絵・切り絵手紙づくり
日時　6月20日金 午前１０時～正午、午後１時～３時
■ マンドリン演奏会
日時　6月28日日 午後１時３０分～2時
■ 大正琴、弓琴、ハーモニカ合同ミニ演奏会
日時　7月12日日 午後１時～2時
他さまざまな催しがあります。お問い合わせください。

■ おはなし会
日時　毎週土曜日 
　　　午後2時～2時30分
■ おはなしの国「おはなばたけ」
日時　毎月第3日曜日 午後2時～2時30分
■ 赤ちゃんのためのおはなし会
日時　毎月第1木曜日 午前11時～11時15分
　



防
災
マ
ッ
プ
【
6
月
28
日
日
発
行
】

次
号
予
告

　2015年（平成 27年）6月 14日日　8

広告

7月の相談 記載の電話番号は、問い合わせ先です。
開催場所(    )の連絡先とは限りません。

弁護士相談〔7月10日金午前10時～午後4時〕 　　　　　　　　　　　　　
─────────────────────
交通事故相談〔7月3日金・16日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────5───
行政相談  〔7月16日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────────
司法書士相談〔7月17日金 午後1時～4時〕
───────────────────── 
行政書士相談〔7月23日木 午後1時～4時〕
────────────────────────                          
市民・多重債務相談 ※申込不要〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　   　　　
───────────────────────────────────
法テラス法律相談〔7月15日水 午後1時～午後4時〕所市役所   0503383‐5470  
───────────────────────────────────
             〔7月14日火・22日水 午後1時30分～4時〕
───────────────────────────────────
介護相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕     地域包括支援センター  63‐7833
　　　　　◎各地域の「まちの保健室」でも相談を実施。詳しくは地域包括支援センターへ
───────────────────────────────────
障害者福祉相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕  地域包括支援センター  63‐7833
───────────────────────────────────
年金相談〔7月14日火 ・28日火午前10時～午後2時45分〕 　アスピア  059‐228‐9112
───────────────────────────────────
女性弁護士法律相談 ※要予約〔7月3日金 午前10時～正午、午後1時～3時〕
───────────────────────────────　　　　
　　   　　　〔第1・3週 ・5週  木・金・土曜日 午後2時～7時〕
女性相談　────────────────────
　　　　　　〔第2・4週  水・木・金曜日 午後2時～7時〕
───────────────────────────────
男性のための相談 〔7月9日木 午後7時～9時〕　
──────────────────────
メンタルヘルス相談  ※要予約〔7月16日木午前10時～正午・28日火 午後1時～5時〕
───────────────────────────────────
若者就職相談（いが若者サポートステーション）   ※要予約〔平日 午前10時～午後4時〕　　所  アスピア  22‐0039
───────────────────────────────────
職業相談（ハローワークプラザ名張）〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕所 ふれあい  63‐0900
───────────────────────────────────
就農相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※要予約
───────────────────────────────────
女性DV相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕
───────────────────────────────────
家庭児童相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕
───────────────────────────────────
育児相談〔火～土曜日 午前9時30分～午後5時（日・月曜日、祝日は休館）〕
　　　　　　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西3） 　67‐0250
───────────────────────────────────
母子家庭相談〔平日（水曜以外） 午前10時～午後5時〕　　　子ども家庭室  63‐7594───────────────────────────────────
子ども相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　 ふれあい相談室  63‐3118───────────────────────────────────
不登校相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　適応指導教室(百合が丘西）  63‐7830───────────────────────────────────
教育よろず相談〔月～土曜日 午前8時30分～午後5時15分〕    教育センター   64‐8801───────────────────────────────────
青少年悩み相談〔平日 午前9時～午後5時〕　　青少年補導センター(百合が丘西）  63‐7867───────────────────────────────────
子どもの発達相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　子ども発達支援センター  62‐1088───────────────────────────────────
乳幼児健康相談〔7月1日水 午前9時30分～11時受付〕     　                保健センター  63‐6970───────────────────────────────────
食生活・健康相談〔7月7日火 午前9時～11時〕※要予約      健康支援室  63‐6970───────────────────────────────────
がん・難病相談〔7月18日土 午後1時～4時〕　　　               勤労者福祉会館   63‐5515───────────────────────────────────
在宅医療相談〔平日午前9時～午後5時〕　　　        在宅医療支援センター  48‐7840

     男女共同参画センター
     63‐5336

　ふれあい相談室 63‐2515

  農業支援センター 63‐7625 
まず電話でご相談を　 63‐2517　
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人権センター  63‐7909人権相談 所

申込受付は、6月22日月
午前8時30分から。先着順

総合窓口センター
　  63‐7416

所

広告

６月は
境月間

    クールビズを実施しています 
　市役所の庁舎内では、10 月 30
日までクールビズを実施していま
す。冷房稼働時は室温を 28 度に
設定し、ネクタイを外し、上着を
着用しないなど軽装で仕事してい
ます。今夏、皆さんも会社やご家
庭で挑戦してみてください。

    無理のない範囲で夏期の節電にご協力を
　国は、今夏の節電について、数値目標は設けていませんが、無
理のない形でできる限りの節電を呼び掛けています。

【取組み例】
　　□ 室温 28度を心掛ける。
　□ すだれやよしずなどを使い
　　  窓からの日差しを和らげる。
　□ 扇風機を使用する。
　□ 冷蔵庫に物を詰めすぎない。
　□ 日中は不要な照明を消す。
　□ テレビは省エネ設定があれば省エネモードに
      設定し、画面の輝度を下げる。必要なとき
      以外は消す。

◎屋内でも熱中症にかかる場合があります。
   適切な室温管理や水分補給をして、無理のない範囲で
   ご協力ください。

 環境対策室　　  63‐7492
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